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逗子市下水道事業の
概要と財政状況について



（１）下水道事業の概要

下水道マスコットキャラクター スイスイ

まずは、下水道事業
のあらましを紹介

します

２



街を
浸水から守る

街を
清潔にする

身近な
環境を守る

下水道整備
により…

水路に⽣活雑排水が流れ込み、
悪臭や害虫が発⽣していました。

道路がきれいに舗装され、
⽣活環境が改善しました。

（下水道整備前） （下水道整備後）
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下水道の役割って何があるの︖



⾬水ってなに︖汚水ってなに︖
�私たちが台所やお風呂などの毎⽇の⽣活で使った水や、トイレから
流れる水を「汚水」といいます

�また、汚水と⾬水を合わせて、「下水」といいます

４

下水道管に流れ込んだ⾬水

家庭や学校、ビルや⼯場などから流される汚れた水

⾬水

汚水

下水



汚水の処理⽅法について
� 逗子市では浄水管理センターで汚水をきれいにしたあと、海へ放流します
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塩素で消毒し、
川や海に放流
します

細かい汚れを、
時間をかけて
沈めます

大きなごみ
や砂を取り
除きます

微⽣物が下水
の汚れを食べ
ます

汚れを食べて大
きくなった微⽣
物が沈みます

【下水処理の主な方法】

【消毒設備】【最初沈殿池】【沈砂池】 【エアレーションタンク】 【最終沈殿池】
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次は、逗子市の下水道が
今、どんな状況にあるか

紹介します

（２）逗子市の下水道事業の現状



逗子市の下水道事業について
�逗子市で下水道が使えるようになって５3年※

�昭和36年の集中豪⾬に
より甚大な被害を受けた
ことから、下水道整備に
着手し、その後昭和47年度に
汚水処理の供⽤を開始しました
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＜完成した浄水管理センター 昭和47年＞
※令和７年度時点



逗子市の下水道事業について

�⼈⼝普及率は100％ 水洗化率は99.0％
�平成14年度にいち早く達成し、現在は市内のどこに住んでも
下水道に繋ぐことができます
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逗子市 横浜市 鎌倉市 葉⼭町 横須賀市

100.0％ 100.0％ 97.8％ 76.5％ 98.3％

※県及び他市町は令和５年度末時点

《近隣市町との⼈⼝普及率の⽐較》
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処理区域内の⼈⼝について

処理区域内⼈⼝
（単位︓⼈）

世帯数
（単位︓世帯）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

世帯数 26,250 26,605 26,715 26,804 26,589 26,638 26,785 26,986 27,208 27,298 27,234 27,500 27,823 27,982 27,920 27,916 27,871

処理区域人口 60,269 60,782 60,778 60,620 60,271 60,140 60,111 60,038 60,081 59,774 59,506 59,500 59,577 59,345 58,815 58,293 57,658

50,000

53,000

56,000

59,000

62,000

65,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000



下水道施設（管きょ）について

�下水管の総距離は256㎞※

�逗子駅から名古屋駅くらいまでの距離です
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※令和６年度末時点



下水道施設について

�中継ポンプ場は２か所 終末処理場は１か所11

終末処理場



浄水管理センターについて

�１年間で処理する水量は約950万㎥※1

�東京ドームでいうと約7.7杯分の量になります※2

※1  過去５年間の平均（R2〜R6）
※2 東京ドームを124万㎥とした場合
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浄水管理センターについて
�汚水は、約12時間かけてきれいな水に処理されます
�令和４年から４年連続で
逗子海岸はブルーフラッグを取得
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ブルーフラッグとは…
水質調査等の認証基準を
達成すると認証を取得で
きる、国際環境認証制度

の一つ。



下水道施設の⽼朽化と対策について
�令和６年度末で供⽤開始から、５３年が経過
�施設は「維持管理する時代」から「再整備の時代」へ変化

�施設の⽼朽化が進み、改築・更新費⽤が増大傾向
�令和３年度には浄水管理センター再整備基本構想を策定し、
令和７年度には⽇本下水道事業団と協定を結び、基本計画の策定に向けて動

き出しています
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下水道を安全・安心して
⻑く使えることが

大事だね
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令和５年度末 令和１５年度末

施⼯後５０年を経過した管きょ
� 10年後には、施⼯から50年（標準耐⽤年数）を超えた管きょが市内
全域に広がることが想定されます

５６．４３％と想定２４．７１％と想定
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管きょの維持管理
令和６年度 清掃・⼯事︓52件 約27,722千円
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施工前 完了蓋枠の設置既設マンホール蓋の撤去

マンホール蓋の維持管理
令和６年度 ⼯事︓24件 約17,843千円

がたつき、破損等
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管きょの建設改良⼯事

＜合流改善⼯事＞
・逗子第５分区⾬水渠整備⼯事 58,843 千円

＜浸水対策＞
・内水浸水想定区域図作成業務 10,263 千円
（R5-6継続費︔全体事業費 109,472 千円）

＜地震対策＞
・管路耐震化⼯事 0円（67,870 千円※建設改良繰越）
・マンホールトイレシステム設置⼯事（沼間中学校） 23,406 千円

＜⻑寿命化＞
・下水道管路（106路線）管更⽣⼯事 0円（55,924 千円※建設改良繰越）

作成した内水浸水想
定区域図は市HPで
もご覧いただけます︕
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処理場・ポンプ場施設の建設改良⼯事

⽼朽化した処理場・ポンプ場施設の設備はストックマネジメント計画に基づき
計画的に改築・更新しています。
＜令和６年度実施⼯事＞
・桜山第１マンホールポンプ場No.2ポンプ及び
沼間第１マンホールポンプ場No.2更新⼯事 4,565 千円

・No.1，No.2汚泥脱水機⽤減速機等更新⼯事 39,800 千円
（R5・6継続費︔全体事業費 74,800 千円）

・第３系列ろ過設備改築⼯事 1,100 千円
（R6・7継続費︔全体事業費 445,500 千円）

・第１系列最終沈殿池汚泥掻寄機及び
第３系列海側最終沈殿池汚泥掻寄機駆動部更新⼯事 63,470 千円
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続いて、現在の逗子市下
水道事業の財政状況につ
いて説明します。

（３）逗子市下水道事業の財政状況



はじめに

�本市の下水道事業は、令和元年度に公営企業会計へ移⾏しました
毎年、次の財務諸表を作成し、公表しています
損益計算書
貸借対照表
キャッシュ・フロー計算書

�ここでは令和６年度逗子市下水道事業会計決算書などから、本市
の下水道事業の財政状況をわかりやすくご説明します
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収益的収支と資本的収支について
公営企業会計では、
損益にかかわる取引（収益的収支）と
投資にかかわる取引（資本的収支）を明確に区別しています

• 収益的収⼊・・・下水道使⽤料など

• 収益的支出・・・⼈件費、光熱水費、支払利息など

収益的取引

• 資本的収⼊・・・企業債など

• 資本的支出・・・建設改良費、企業債の償還元⾦など

資本的取引
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おもに下水道施設を維持、管理するための取引

おもに下水道施設を整備、改築するための取引

損益計算書で
収支を把握

決算報告書で
収支を把握



損益計算書について

出典︓総務省「地⽅公営企業法の適⽤に関する
マニュアル（平成31年３⽉改訂版）」

損益計算書からは、下水道施設を
維持・管理するために
どのような経営活動を⾏い
どのような成績だったのが
わかります

過去の経営を分析し、将来の
⽅針に役⽴てることが
できます
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損益計算書を⾒てみよう
通常の業務活動の成績は、772,665 千円の営業損失となりました24

項目 ⾦額（千円） 項目 ⾦額（千円）

維持管理などに
かかる費⽤ 754,471 下水道使⽤料 761,560

減価償却費 1,047,179 ⾬水処理負担⾦ 266,602

その他 0 その他 823

営業費用 1,801,650 営業収益 1,028,985

プラスなら営業利益
マイナスなら営業損失

になります

※税抜表示

営業収益
（1,028,985）

営業費⽤
（1,801,650）

営業損失
（-772,665）



営業損失
（-772,665）

営業外収益
（747,027）

営業外費⽤
（41,365）

経常損益
（-67,003）

損益計算書を⾒てみよう
営業損失と資⾦調達にかかる収支などを⾜した、最終的な経営の成績は
67,038 千円の純損失（赤字）でした

経常損益とは本業以外の収支も含めた成績のこと
令和６年度は突発的な損益（特別損益）が「35（千円）」だったため、
当年度純損失は67,038（千円）となります。
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項目 ⾦額（千円） 項目 ⾦額（千円）

支払利息 27,195 他会計補助⾦ 275,373

その他 14,170 その他 471,654

営業外費用 41,365 営業外収益 747,027

プラスなら経常利益
マイナスなら経常損失

になります

※税抜表示



資本的収支について

項目 ⾦額（千円） 項目 ⾦額（千円）

建設にかかる費⽤ 325,568 企業債借⼊ 591,600

固定資産購⼊費 2,871 他会計補助⾦ 68,351

企業債償還⾦ 260,127 国や県からの補助⾦ 52,657

資本的支出 588,566 資本的収入 712,608

資本的収支とは下水道施設を整備、改築するための取引のことで
決算報告書に載せています
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資本的収⼊と資本的支出との不⾜分については補てん財源
（減価償却費など現⾦の支出をともなわない費⽤等）をあてています

※税込表示



貸借対照表について

出典︓総務省「地⽅公営企業法の適⽤に関するマニュアル（平成31年３⽉改訂版）」

貸借対照表からは
どのような資⾦調達を⾏い
どのような資産を得ている
かがわかります

27



貸借対照表を⾒てみよう

項目 ⾦額（千円） 項目 ⾦額（千円）
有形固定資産 13,153,861 企業債 3,405,414

無形固定資産 99,520 固定負債の合計 3,405,414

固定資産の合計 13,253,381 １年以内に返済する
企業債

261,808

現⾦ 952,547 未払⾦ 218,887

未収⾦ 158,407 その他 8,891

前払⾦ 26,020 流動負債の合計 489,586

流動資産の合計 1,136,974 繰延収益の合計 5,688,699

負債の部 合計 9,583,699

資本の部 合計 4,806,656

資産の部 合計 14,390,355 負債・資本の部 合計 14,390,355

28 資産を形成するための財源が負債と資本であり、
資産＝負債+資本になります ※税抜表示



出典︓総務省「地⽅公営企業法の適⽤に関するマニュアル
（平成31年３⽉改訂版）」

キャッシュ・フロー計算書
とは資⾦の収支状況を活動
別に表示するもので、
現⾦の収⼊・支出について
把握することができます

29
キャッシュ・フロー計算書について



キャッシュ・フロー計算書を⾒てみよう
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項目 ⾦額（千円）
当年度純損失 ‐67,038

減価償却費 1,047,179

その他 ‐410,498

支払利息 ‐27,195

業務活動によるキャッシュ・フロー 542,448

有形固定資産の取得による支出 ‐793,024

無形固定資産の取得による支出 ‐99,520

国庫補助⾦などによる収⼊ 131,478

投資活動によるキャッシュ・フロー -761,066

企業債の借⼊による収⼊ 591,600

企業債の償還による支出 - 260,127

財務活動によるキャッシュ・フロー 331,473

資⾦増加（マイナスは減少）額 112,855

業務、投資活動によるキャッシュ・フローはプラスでしたが、財務活動によ
るキャッシュ・フローはマイナスでした ※税抜表示



キャッシュ・フロー計算書の読み⽅の例
31

業務活動 投資活動 財務活動 資⾦増加額

542,448

（プラス）
-761,066

（マイナス）
331,473

（プラス） 112,855

≪令和６年度のキャッシュ・フロー≫

業務活動 投資活動 財務活動 読み方

パターン① プラス マイナス マイナス
本業の現⾦出納はおおむね良好
借⾦を返済しつつ投資も⾏っている
ことが想定される

パターン② プラス マイナス プラス
本業の現⾦出納はおおむね良好
投資の財源を借⾦に依存しているこ
とが想定される

パターン③ マイナス マイナス プラス
本業の現⾦出納が厳しい
⽇常の資⾦繰りも借⾦に依存してい
ることが想定される

≪読み⽅の例≫

令和６年度はここでした



経営指標について
32

�経営の現状および課題を把握するために、ほかの団体と⽐較可能な
「経営分析⽐較表」を作成しています

�≪経営分析⽐較表のおもな指標≫
●経常収支⽐率 ●有形固定資産減価償却率
●流動⽐率 ●汚水処理原価
●経費回収率

※なお、類似団体とは総務省が公表しているもので、本市は以下の区分に該当します

（令和５年度末時点）

処理区域内⼈⼝ 処理区域内
⼈⼝密度 供用開始後年数 同規模団体数

３万⼈以上
10万⼈未満

50⼈/ha以上
75⼈/ha未満 30年以上 66
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●経営指標〜経常収支⽐率〜
�使⽤料収⼊や一般会計からの繰⼊⾦等の収益で、維持管理費や
支払利息などの費⽤をどの程度まかなえているかを表す指標

� 100％を下回ると単年度の収支が赤字であり、経営改善に向けた
取り組みが必要になると考えられます

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

逗子市 93.3％ 94.9％ 95.0％ 97.6％ 95.2％ 96.4％

類似団
体平均
値

106.3％ 106.7％ 106.9％ 106.7％ 106.7％ ―
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●経営指標〜有形固定資産減価償却率〜

�有形固定資産の⽼朽化度合いを表す指標で、数値が⾼いほど
法定耐⽤年数（50年）に近い資産が多いことを示す

�将来の施設の改築（更新・⻑寿命化）などの必要性を推測する
ことができます

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

逗子市 7.9％ 15.5％ 21.4％ 25.0％ 29.6％ 34.3％

類似団
体平均
値

21.2％ 23.2％ 25.2％ 27.4％ 30.0％ ―
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●経営指標〜流動⽐率〜

�短期的な債務に対する支払能⼒を表す指標
� 100％を下回ると、１年以内に現⾦化できる資産で１年以内に
支払わなければならない負債をまかなえていないということ

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

逗子市 27.8％ 44.9％ 64.9％ 118.4％ 99.6％ 232.2％

類似団
体平均
値

71.5％ 67.9％ 72.9％ 81.2％ 85.9％ ―



●経営指標〜汚水処理原価〜
36

※有収水量とは、上水道の使⽤水量など使⽤料の算定基準になる水量のこと

�有収水量(※)１㎥当たりの汚水処理にどれだけコストが
かかったかを表した指標

�他団体などと⽐較してあまりに⾼い場合には投資の効率化
などの経営改善を⾏う必要があると考えられます

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

逗子市 120.3円 150.0円 144.3円 150.0円 150.1円 150.0円

類似団
体平均
値

141.2円 136.9円 138.5円 138.7円 139.1円 ―



●経営指標〜経費回収率〜
37

�使⽤料で回収すべき経費を、どの程度使⽤料でまかなえてい
るかを表した指標

� 100％を下回っている場合、汚水処理にかかる費⽤が使⽤料
以外の収⼊によりまかなわれていることを意味するため、
適正な使⽤料収⼊の確保や、汚水処理費の削減が必要と考え
られます

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

逗子市 85.1％ 72.5％ 70.1％ 78.6％ 83.1％ 84.1％

類似団
体平均
値

88.1％ 91.1％ 90.7％ 90.5％ 92.7％ ―


